
■断熱ガラスコート遮熱性能のメカニズム

UVカット率 100％ 
IR カット率： 91.9％ 
可視光透過率： 71％ 

★省エネガラスコートHyper-SCの光学特性

実際の窓ガラスでの計測 

UV カット率： 99.7％ 
IR カット率 94.1％ 
可視光透過率： 67％ 

★フィルムV-KOOL73FG貼付けガラスの光学特性

未塗布ガラス V-KOOL 73G

UV カット率：11％ 

IR カット率：   15％ 

可視光透過率：  92％ 

UV カット率 ： 99.8％ 

IR カット率 ：    86％ 

可視光透過率 ：  69％ 

サンプル塗布ガラスでの計測



■光学特性データ ETV＝Environmental Technology Verification 

ガラスコートの成分にホルムアルデヒド含有なし 

平成18年8月 財団法人日本食品分析センターによる分析試験 

分　析　試　験　項　目 結　果 検　出　限　界 注１ 方　法

ホルムアルデヒド放散量 0.12mg/L 1 吸光光度法

注１、JIS K 5601‐4‐1：2003「塗料成分試験方法‐第4部：塗膜からの放散成分分析」 

3.デシケータ法に準じて試験した。

平成１６年１０月 社団法人日本鉄道車両機械技術協会による試験 

■材料燃焼試験 判定 不燃性 

温度２０℃ 湿度７３％ アルコール燃焼時間 １分４５秒 

着　火 なし 残　炎 ―
着　炎 なし 残じん ―

煙 なし 炭　化 変色６０ｍｍ

火　勢 ― 変　形 なし

アルコール燃焼中

　 備　考

アルコール燃焼後

平成１８年４月 株式会社高環境エンジニアリング 
「コート剤耐候性試験報告書」 

省エネガラスコートについて２５００時間（約１０年分に相当）にわたる 

キセノンランプによる耐候試験を実施し、白濁等顕著な変化のない資
料について材料試験を行った。

試験内容 
15cm*7.5cm のガラスを用意し、それぞれにコート剤を塗布、乾燥後に 
試験に供した。試験装置はスガ試験機製サンシャインスーパーロングライフ 
キセノンウェザーメ-タ-WEL-6XS-DC-BEC 型を用いた。
試験時間及び照射量は以下のとおりである。

照射時間：2580 時間(試料①） 
照射エネルギー：2343255MJ/㎡(試料①） 

試験結果 
色・膜に変化は認められない。 

■ホルムアルデヒド試験

この試験で行われているJIS K 5601－4－1デシケータ法は、社団法人 
日本塗料工業会が定めるホルムアルデヒド自主管理要領に基づくF☆☆☆☆ 
の登録申請基準となるJIS規格の試験と同じものでもある。ホルムアルデヒ 
ド放散量測定検査基準に照合すると0.12ｍｇ／L未満の場合は、F☆☆☆☆ 
の規制対象外として認定される基準と同じ数字になる。 


